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R７年度 夏休み明け生活アンケート結果について 

 晩秋の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。平素

は、本校教育にご理解、ご協力を賜り誠にありがとうございます。 

 さて、夏休み明けに実施いただいた生活点検結果についてお知らせいたします。生活点検に関わっ

ては、保護者の方に確認やコメントをありがとうございました。分析結果を、校内で共有し、本校児

童のよりよい生活習慣の確立に向けて、児童への指導に生かしていきます。保護者の方も、主体的に

よりよい生活習慣が確立できるように、子どもたちの生活状況を今一度お確かめください。 

寒暖差が大きい時期です。インフルエンザが早くも流行しています。安定した体調を維持し、日々

の生活が充実できるようにご支援いただければ幸いです。 

 

生活アンケート取組方法 
 

◎実施時期     令和７年８月２７日（水）～９月２日（火） 夏休み明け 5 日間 

 

◎生活点検項目   １ 起床時刻について  

          ２ 朝食の摂食について 

           ３ 歯磨きについて 

           ４ メディア（テレビ、パソコン、タブレットなど）視聴時間について 

           ５ 就寝時刻について 

           ６ 排便について 

 

◎調査方法    ・上記 6項目に関わって、毎日確認をする。 

         ・推奨する生活習慣にどれだけ当てはまっているかを確認し、評価分析を行う。 

         ・推奨する生活習慣 

            １・・・午前 7 時までに起床できたか 

            ２・・・朝食をしっかりと食べられたか 

            ３・・・朝夕、ブラッシングを行ったか 

            ４・・・メディアの視聴時間が 2 時間までであったか 

            ５・・・低学年は午後 9 時までに就寝できたか 

                中学年は午後 9 時 30 分までに就寝できたか（今年度から） 

                高学年は午後 10 時までに就寝できたか 

            ６・・・排便があったか 

 

◎分析方法    ・生活点検項目にかかわって推奨する生活習慣に当てはまっているかどうかを毎

日チェックして確かめる。 

          ・1 週間の点検結果をチャートに表し、自分の生活習慣を振り返り、よりよい生

活習慣に向けて今後の取組の参考にする。 

          ・自己評価から生活習慣の課題を明確にし、改善につなげる。 



  上記の推奨習慣に 5 日間のうち何日当てはまっているかで確認をしたものの集約です。5 日間とも

当てはまっている児童は、「５」ということとなります。各指標の当てはまっている人数を割合で示

し、グラフ化しています。今年度から、低学年・中学年・高学年のカテゴリーを設定して確認してみ

ました。 

「１． 起床時刻」 

半数の子どもたちは、7 時ま

でに起床できています。昨年度の

冬に比べて、起床時刻は安定してい

ます。気象条件も大きな影響を示し

ているとは思いますが、今のうちに

習慣化できるようにしておくのが

いいのだろうと思われます。全体

として、中学年の起床時刻が遅

い傾向が見られます。また、1～

5 年生は、2 割前後の子どもたちが、

常に 7 時以降に起きているという

様子うかがえます。起床してから登

校するまでの時間にゆとりがなく、慌てて登校しているか、遅刻している可能性があります。そうな

ると、午前中の学習になんらかの影響が出ているのかもしません。なぜ、起床時刻が遅くなっている

のか、その要因を探っておくことが大切ですね。 

「２．朝食摂取」 

全体として、毎日朝食を摂っ

て登校している児童の割合が

増えています。特に 6 年生につ

いては、昨年の冬の調査よりずい

ぶん摂食率がよくなりました。し

かし、4年生、5年生の摂食率

が昨年度の冬より悪くなって

いるのが気になりますが、いつも、

ではありません。もしかしたら、た

またまなのかもしれません。また、

2 年生の摂食率は昨年度の冬

より良くなっているのは、うれ

しいところです。全体として、9割

の児童は毎日朝食を摂って登校ができていますので、引き続き、この傾向を大切にしていってほ

しいと願います。 

この調査では、朝食内容には触れていないので、どんな朝食なのかはわかりませんが、まずは、何

かを食べて登校できるように、朝の習慣を確立しておくことは大切ですね。 

「３． 歯磨き」 

全体としては、朝夕確実にブラッシングをする児童が少し増えています。また、学年が上

がるほどブラッシングをしている児童が増えているのは、自覚が高まっているのかもしれま



せん。また、昨年度の冬より 6 年

生のブラッシング機会が大きく高

まっています。低学年ほど、毎日

2 回のブラッシングができて

いません。もしかしたら、1 日に

一度もブラッシングしていない児

童がいるかもしれません。各ご家 

庭で確認をお願いします。 

しっかりと磨けているか、磨き

残しがあれば、う歯につながりま

す。時には、子どものブラッシング

の仕方をご確認ください。 

 

「４． メディア視聴時間」 

テレビやビデオ、パソコンやタ

ブレットなどの視聴時間につい

て、1 日に 2 時間以内であるかど

うかで確認しています。全体と

して５割の児童が、１日2時

間以内にとどめています。昨年

度の冬より、1割ほど高まって

いるのがうれしいところです。

どの学年も少しずつ視聴時間

が短くなる傾向が見受けられま

すので、意識して生活されている

家庭が増えていると考えます。規

律という点でも確認できる項目か

と思います。ルールや約束を守る、強い意志をもつなど自律に向けた視点でも大切にしたい項目だと

思います。学年が上がるごとに視聴時間が長くなっていく傾向は、本校だけの問題ではありません

が、本校では、1・2年生の視聴時間が長いのが気になります。また、これだけではどんな内容

で時間が増えているのかは、明らかにできませんが、日々の様子から考えると高学年になるほど、ス

マホの活用が増えてきているのではないかと思われます。スマホやゲームを持たせるとき、初めにど

んなルールを設定するのか、子どもと共通理解しておくのが大切です。スマホやパソコン等は今の社

会、なくてはならないものですが、付き合い方をよくよく考えないと、成長の点でも心配なところで

す。 

「５．就寝時刻」  

今年度より一部調査内容を変更しました。低学年は午後 9 時までに、中学年は午後 9 時 30 分まで

に、高学年は午後 10 時までに就寝するという指標で確認しています。そこで見えてきたものは、

１・2年生の就寝時間が遅いところです。2 年生は、1 年生の時も就寝時刻が遅い傾向がありま

した。依然、就寝時刻が遅い傾向ですが、いつも9時より遅く寝ている児童の割合が少し減

ってきているのが、よかったです。5年生の就寝時刻はいつもいい傾向を示しています。最

も安定した状況ではありますが、それでも 3 割強の児童は、いつも午後 10 時以降に寝ていることと



なります。今回から、中学年の就

寝時刻の目安を午後 9 時 30 分に

しましたが、3 年生の結果から、

午後 9 時までの昨年度の指標とあ

まり変わらない結果でしたので、

昨年度から午後 9 時 30 分以降に

就寝していることがわかります。 

少しでも早く寝ること、睡眠時

間をしっかりと確保することが、

体調の管理や成長、脳の機能の面

からもいいことが明らかですの

で、睡眠時間を確保するために、

どんな生活リズムがいいのか、どんな生活スタイルがいいのかそれぞれ家庭の事情と合わせて考え

ておくことが必要ですね。 

 

 


